
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

戦争・災害 

「世界がぐっと近くなる SDGｓと 

ボクらをつなぐ本」 
池上 彰 監修  学研（Ｋ333 セ） 

SDGｓ（エスディジーズ）とは、世界中の人々が

一緒になって、地球を住みやすい星にしようと 

いう取り組みです。イラストもたくさんあって 

とても分かりやすい！ 

「プラスチックプラネット」 
アムソン＝ブラットショー 作 大山 泉 訳 評論社(K519 ア) 

プラスチックの約９割はリサイクルされず 

自然環境を汚しています。では、どうしたら 

いいんだろう？ 

   昔、本当にあったことです。 

＜戦争＞ 

「この計画はひみつです」 

  ジョナ・ウィンター 文 ジャネット・ウィンター 絵 

さくまゆみこ 訳 すずき出版 (K319 ウ) 

アメリカの砂漠でひみつの計画がすすめられ

ました。計画が完成後、実験が成功してまもな

く、広島と長崎に原爆が落とされたのです。 

「絵で読む広島の原爆
げんばく

」 

         那須 正幹 文 福音館書店  (K319 ナ) 

「この計画は秘密です」で造られた原爆が、広

島に落とされました。その日の広島の町と人々

を描いた絵本です。原爆がどんなに危険なもの

かを知ってください。 

 

戦争以外にも私たちの生活の平和が壊れる時

とは…。 

＜災害＞ 

「親子で学ぶ防災教室 

 身の守り方がわかる本」 
今泉 マユ子 著 理論社 （K369 イ） 

いざというとき、自分の命は自分で守らないと

いけない場合もあります。この本には、知って

おけば、必ず役に立つことが書いてあります。

お家の人にも教えてあげよう。 

同じシリーズで「災害食がわかる本」もありま

す。 

世界に目を向ける 

おすすめの 

本
ほ ん

 棚
だ な
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わくわく・ふしぎ 

「岩合光昭の日本犬図鑑」 
  岩合 光昭 文・写真 文溪堂 (K645 ｲ) 

日本には、北海道から四国まで６種の日本犬

がいます。全部言えるかな？ 

みーんな天然記念物なんだって！ 

 

「わくわく！探検れきはく 

日本の歴史1～5」 
国立歴史民俗博物館 編 吉川弘文館 (K210 ワ) 

佐倉の「れきはく」に展示してある資料が 

歴史の説明とともに、沢山のっています。 

れきはく好きにはたまらない本！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「キリンの運び方、教えます」 
岩貞 るみこ 文 講談社 （Ｋ680 イ） 

この本には、いろんなものを運ぶプロの人たちが出てきます 

キリンの赤ちゃんを別の動物園に無事に運ぶには？ 

日本からイギリスへ電車を運ぶには？ 

病院を入院かん者さんごと引っ越しするには？ 

色んなものをどうやって安全に運んでいるのか丸わかりの本 

 

   

「マイルール 自立のすすめ」 
辰巳 渚 著 毎日新聞社（Ｋ159 タ Y159 タ） 

 

困ったことやわからない事があったらどうし

てる？人に言われたことだけでなく、自分で

決めて実行する。それが「マイルール」だ！ 

物語の海へ！ 
 

「クローディアの秘密」  
カニグズバーグ 作岩波書店 （Ｋ933 カ） 

しっかり者のクローディアが家出を決意。 

行先は何とメトロポリタン美術館！美術館を 

舞台に、姉と弟の一週間の冒険がはじまります。 

「貸出禁止の本をすくえ！」 
アラン・グラッツ 著 ほるぷ出版 （Ｋ933 グ） 

 

もしも、大好きでくりかえし何回も借りている図書室

の本が、ある日、突然貸出禁止になって借りられなくな

ったらどうする？この本にでてくるエイミー・アンは、

大好きな本をとりもどすために、おもいきった行動に

出ます。 
*ちなみにエイミー・アンの大好きな本は「クローディアの秘密」です！ 

知っていますか？ 
 「ルドルフとイッパイアッテナ」 

斉藤 洋 作 講談社 （Ｋ913 サイ） 
 

かいねこのルドルフは、アクシデントから長距

離トラックにのって、東京まで来てしまった。

ノラねこ・イッパイアッテナのなかまになった

ルドルフの、ノラねこ生活はおどろくことばか

り。 

 

「風船教室」  
吉野 万里子 作 金の星社 （Ｋ913 ヨシ） 

小学６年の時生が転校した小学校では、名札代わりに

一人づつ風船を持たされるが、この風船がなんだか 

普通じゃない。生きているみたい？何か変だぞ、この 

学校！？ 

「なんだろうなんだろう」 
ヨシタケ シンスケ 著 光村図書 （E ヨ） 

 

「がっこう」ってなんだろう。「友だち」っ

てなんだろう。「ふつう」ってなんだろう。

みんなも一度は思ったことについて、ちょっ

と考えてみない？ 

「雨やどりはすべり台の下で」 
岡田 淳 著 偕成社 （Ｋ913 オカ） 

同じアパートに住んでいる雨森さんは、もしか

して魔法使い？雨やどりに集まった子どもた

ちが、雨森さんとの不思議な出来事を語り合い

ます。 

「わすれられないおくりもの」            

スーザン・バーレイ 作 評論社 （Ｋ933 ク） 

みんなが大好きだったアナグマは、ある日長いトンネル

のむこうへ永遠に行ってしまいました。のこされたみん

なに、アナグマが残していったおくりものとは…？ 

「落語ねこ」    
赤羽 じゅんこ 作  文溪堂 （Ｋ913 アカ） 

おじいちゃんからあずかったデブねこのクマハチ。 

じつはこのクマハチには、成仏できない落語家の 

ユーレイがとりついているという、とんでもない 

ヒミツがありました。 


